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大野城市民読書活動推進計画 施策進捗状況シート 

Ｐ 計画の基本事項 

基本目標 １ あらゆる世代の読書の推進 

施策 （１）乳幼児 

施策の 

方向性 

親子で読書を楽しむことで、語彙力や想像力、集中力を養うとともに親子のコミュニケー

ションを深めます。そのために家庭での読書や読み聞かせの大切さについて保護者へ啓発を

行い、親子での読書活動の推進を図ります。また、図書館及び地域貸出文庫等で、絵本の読み

聞かせや貸出を行います。 

共働き世帯が増加し、保護者と一緒に読書をすることが難しい乳幼児に対しても、保育所

（園）・幼稚園等において読み聞かせを実施し、全ての子どもが本に出会う機会を提供します。 

主な取組 

①絵本の紹介と保護者への啓発 

②読み聞かせの実施 

③絵本の貸出の実施 

成果指標 家庭での読み聞かせ実施率 
策定時点 目標値(Ｒ9) 

86.7% 90.0% 

Ｄ 令和６年度(具体的な事業実施状況調査より) 

評価指標 重点事業 指標 実績(Ｒ6) 目標値(Ｒ6) 

評価指標 

「Ｂａｂｙぱらら」「こぱらら」の発行 年間発行回数 13回 12回 

ブックスタート事業 年間実施回数 144回 132回 

図書館での対象年齢に応じたおはなし会 年間実施回数 156回 85回 

主な取組の 

実施状況 

及び 

今後の方針 

①絵本の紹介と保護者への啓発 達成状況 

◆「Babyぱらら」と「こぱらら」は、対象年齢に合わせた書評や

イベント情報を掲載した冊子で、公共施設や学校などで配布さ

れており、本との新しい出会いを提供するきっかけとなってい

る。次年度以降は、デザインの見直しやテーマの工夫を進め、

新しい視点を取り入れることで、さらに魅力的な内容を目指し

ていく。 

◆絵本特集コーナーでは、テーマ別と季節特集の2種類に分けて

本を紹介した。この取り組みが貸出促進に繋がっているため、

今後も引き続き実施していく。 

◆絵本ライブラリーや子育て講習会などを通じて、親子で絵本に

触れる機会を提供した。今後も絵本への関心を一層高める活動

を継続していく。 

②期待どおり 

②読み聞かせの推進 達成状況 

◆ブックスタート事業では、絵本を通じて親子が触れ合うきっか

けを提供しており、3歳児健診時のアンケートでは参加者の

81％がその効果を実感している。今後は、読み聞かせの方法や

絵本の配布方法を見直しながら、ブックスタートへの参加率向

上を目指していく。 

◆まどかぴあ図書館では、赤ちゃん向けや幼児から小学生向けの

②期待どおり 
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おはなし会を開催し、年間で計2,781人が参加した。特に幼児

を対象とした催しでは、参加が習慣化している親子の姿も見ら

れることから、今後もおはなし会を継続して実施し、読書の楽

しさを広く伝える機会を提供していく。 

◆「ぞうさんひろば」や「絵本ライブラリー」では、延べ約1万6

千人が利用し、絵本を通じて親子の触れ合いの場を提供した。

今後は参加者を増やすことを目指し、利用者が参加しやすい時

間帯や参加方法を検討するとともに、「おおのじょう子育てナ

ビ」（母子健康手帳アプリ）を活用して事業の周知に努めてい

く。 

◆子ども療育支援センターの集団療育では、保育士による読み聞

かせや絵本の配架を通じて、子どもが本に関心を持つきっかけ

を提供している。これらの取り組みは良好な成果を上げてお

り、今後も引き続き継続していく。 

◆全園で読み聞かせを実施するとともに、親子サロンやユープレ

に読書環境を整備することで、子どもたちが本に触れる機会を

提供できた。今後は、全園での読み聞かせを継続する。さらに、

親子サロンやユープレでは蔵書の更新を進めるとともに、整備

された読書環境の存在を広く周知することに取り組んでいく。 

③絵本の貸出の実施 達成状況 

◆キッズタイム事業を実施したが、「第18回図書館子どもまつり」

は参加者数が低調に留まり、「図書館へゆこう！！2024年」で

は参加者がゼロという結果になった。この状況を改善するた

め、今後は開催日や時間帯といった実施条件を見直し、利用者

が参加しやすい環境を整備していく。 

◆保育所（園）や幼稚園等での絵本の貸出について、現在、絵本

貸出は全園の半数程度での実施に留まっている。家庭での読書

習慣促進に向け、今後は全園での実施を促していく。 

◆絵本の整備は各園で計画的に進められている。今後は、読書し

やすい環境の整備と図書の更新等を検討し、読書環境の充実を

推進していく。 

②期待どおり 

※保育所等での絵本の貸

出の実施が半数程度にと

どまってはいるが、駐車場

の事情等により絵本の貸

出の実施が困難な箇所も

あるという事情を考慮し、

可能な保育所等で貸出を

実施している現状を期待

どおりとした。 

Ｃ 評価 

推進委員会 

評価 

◆進捗状況は「達成状況」に記載のとおり。 

検討が 

必要な事項 

◆なし。 

Ａ 改善 

改善結果  

 

 

  


